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特性試験は、多数の希釈系列ｾｯﾄ
を使用して実施する

黄色ブドウ球菌とサルモネラに及ぼす黄色ブドウ球菌とサルモネラに及ぼす

ココアの増殖抑制効果ココアの増殖抑制効果

小川 廣幸

マイクロバイオ株式会社

1. はじめに

ポリフェノールは植物の免疫機能と言われているので、細菌の増殖についてココアの抑制効果を確認した。

試供菌は、食中毒菌でグラム染色で分けられる次のものを選定した。

グラム陽性 : Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus （（黄色ブドウ球菌）黄色ブドウ球菌）
グラム陰性 : Salmonella Salmonella typhimuriutyphimuriu （（サルモネラ）サルモネラ）

効果が明確に観察できるように、細菌の増殖が数値で表現できるシステムを使用した。

2. 実験 A

2.1 設定 A

4. 結論

E. coli Growth Characteristic
[37C Incubation]
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E. Colｌi (ATCC25922)

センシメディアデータ

センシメディア法
(定性試験)

DMCS データ

 ﾀｲﾑﾗﾌﾟｽ影像解析法
(定量試験)

ﾌｫﾄｾﾝｻｰ

ｼｽﾃﾑは１分間隔で CO2 ｾﾝｻｰをﾁｪｯｸする

LED 光

2.2 結果 A

ｼｽﾃﾑは、ｺﾛﾆｰを実計数する

実ｺﾛﾆｰ数により増殖
直線にｵﾌｾｯﾄをかけ
て補正する

Gram Negative

グラム陽性菌である黄色ブドウ球菌(Staphylococcus Aureus) の場合は、培養液のココア成分が１％から２
％に増加すると増殖が全面的に抑制され、３％を超えると完全に殺菌されることが確認された。実験に使用
した黄色ブドウ球菌はメチシリン耐性菌(Methicillin-Resistant)だったので、MRSA の増殖が抑制されること
も同時に確認できた。

Cocoa Effect
on Staphylococcus

 aureus [37℃ ]
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S aureus(ATCC25923)  Cocoa　0%
S aureus(ATCC25923)  Cocoa　1.25%
S aureus(ATCC25923)  Cocoa　2.5%

Gram Positive

効果を明確に検証するため、試料菌入り液体培地の希釈系列を使用し、各試験管に発生する二酸化炭素が一定量に達する時間を
計測して菌の増殖をグラフで表現した。

3. 実験 B

3.1 設定 B
実験Ａの結果に基づき、黄色ブドウ球菌により引き起こされた乳牛の乳房炎の治療にココアが有効であろうと結論づけられたので、滅菌された
ココア３％の水溶液を乳房炎の牛の乳房に一日一回４０ｍｌを注入した。

黄色ブドウ球菌により
乳房炎になった乳牛

乳房炎の乳房から
牛乳を完全に搾り出す

滅菌済の３％ココア水溶液４０ｍｌを
乳房に注入する

3.2 結果 B
ココア溶液による治療を始めて２日後には乳房炎の症状が消えたことが確認された。

実験 A と B からの結論
ココアは、MRSA（ﾒﾁｼﾘﾝ耐性黄色ブドウ球菌）を含む
　黄色ブドウ球菌の増殖抑制に非常に有効である。

 ココアは、サルモネラの増殖を僅かに抑制する。

 ココアは、乳牛の乳房炎の治療に利用できる。

MRSA の殺菌剤

 ココア成分によるブドウ球菌食中毒の予防

広範なグラム陽性菌と陰性菌におけるココアによる増殖抑制効果

グラム陽性菌によって引き起こされた乳牛の乳房炎のココア成分による治療薬

今後の研究課題

培養して細菌の呼吸（発生するCO2）を
検出する

動作 原理

積分 型
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CO2量が一定レベルに到達
するとセンサーの色が濃紺
色から透明感のある黄色に
１時間程度内で変わる。

www.microbio.co.jp

グラム陰性菌であるサルモネラの増殖は、培養液中のココア成分が１％から２％に
増加することに応じて抑制されることが明確に確認できた。

Cocoa Effect
on Salmonella

typhimurium  [37℃]
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S. typhimurium (ATCC14028)  Cocoa　0%
S. typhimurium (ATCC14028)  Cocoa　1.25%
S. typhimurium (ATCC14028)  Cocoa　2.5%

Gram Negative

例）大腸菌増殖特性 [37 ℃培養] 


